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研究成果の概要（和文）：潰瘍性大腸炎関連腫瘍（ulcerative colitis associated neoplasia；UCAN）は様々
な形態を呈するためその診断は困難とされていた。今回、特に診断が困難とされる平坦型UCANの内視鏡的特徴を
明らかにするために検討を行った。UCANと診断された患者のうち、拡大内視鏡観察が施行された平坦型UCANを有
する症例を対象に内視鏡所見の特徴を抽出し、2019年度からその特徴を有する粘膜面に対して更に詳細な拡大内
視鏡観察を行った。また生検や内視鏡治療後の検体、手術検体による病理組織学的な対比も行い最終的に拡大内
視鏡による平坦型UCANの内視鏡的形態学的特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The diagnosis of ulcerative colitis associated neoplasia (UCAN) has been 
considered difficult because of its various forms. In the present study, we sought to clarify the 
endoscopic characteristics of flat-type UCAN, which is particularly difficult to diagnose.
Among patients diagnosed with UCAN, we extracted the characteristics of endoscopic findings in 
patients with flat-type UCAN who underwent magnified endoscopic observation, and from FY 2019, we 
performed further detailed magnified endoscopic observation of mucosal surfaces with these 
characteristics. In addition, histopathological comparison of biopsy, endoscopically treated 
specimens, and surgical specimens was also performed, and finally, endoscopic morphological 
characteristics of flat-type UCAN by magnifying endoscopy were clarified.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
潰瘍性大腸炎関連腫瘍は病勢の予後を左右する非常に重要な偶発症であり、その発症のriskは30年で6-8％と報
告されており、潰瘍性大腸炎の罹病期間にそって増加することが報告されている。このため、その早期診断およ
び早期治療は非常に重要であるが、潰瘍性大腸炎関連腫瘍は様々な形態を呈するため、これまではその内視鏡診
断は困難とされていた。今回、このうち特に診断が困難とされる平坦型潰瘍性大腸炎関連腫瘍の内視鏡的特徴を
拡大内視鏡を用いることで明らかにした。今回の成果により潰瘍性大腸炎の拾い上げが容易になることが予想さ
れ、それにより潰瘍性大腸炎患者全体の生命予後改善につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１，研究開始当初の背景 
潰瘍性大腸炎関連腫瘍（UCAN）に関しては、これまで high grade dysplasia や癌と診断さ
れた場合には大腸全摘出術が考慮され、近年、low grade dysplasia に対しては専門医と相
談の上での慎重な経過観察も許容されるようになってきた。その背景にはESD（Endoscopic 
Submucosal Dissection）に代表される内視鏡治療の進歩により通常腺腫もしくは癌と
UCAN の鑑別が困難な病変に対して内視鏡的切除術による病変部の評価が行われるように
なり、その結果により大腸全摘出術の必要性の有無を検討されるようになってきたことが
挙げられる。しかし、その場合でも病変範囲の特定は現在の内視鏡診断だけでは不十分であ
り、予想される病変部よりも広範囲の切除が必要になっているのが現状である。 
＜通常内視鏡における潰瘍性大腸炎の診断の限界＞ 

 
それゆえ、拡大内視鏡によるUCANの診断が確立されれば診断的 ESDの際の範囲同定不能
なことによる過剰な粘膜切除を回避できるだけでなく、dysplasia の評価が可能となれば診
断的 ESD 自体を回避しえる。UCANに対する拡大内視鏡診断の確立はUCAN の管理および
治療法を確立するための一つの診断法としての重要な意義を持つものと考えた。 
 

２，研究の目的 
UCANは様々な形態を呈するためその診断は困難とされる。近年、欧米のガイドラインによ
りその形態は隆起型（pedunculated、sessile、superficial elevated）平坦型（flat）、陥凹
型（depressed）に分類され、その拾い上げには色素散布内視鏡による狙撃生検が推奨され
たるようになった。また隆起型の UCAN の形態学的特徴に関する報告も散見されるように
なりその診断率の向上が期待されているが、いまだに明確な基準となる内視鏡所見は定ま
っていない。今回はこのUCANの内視鏡的特徴を明らかにすることを目的とした。 
 

３，研究の方法 
2001 年から 2019 年までにUCANと診断された患者のうち、インジゴカルミン撒布による
色素内視鏡観察を含めた詳細な拡大内視鏡観察が施行された病変内に平坦型 UCAN を有す
る症例を対象に内視鏡所見の特徴を抽出し、2019 年度からその特徴を有する粘膜面に対し



て更に詳細な拡大内視鏡観察、超拡大内視鏡観察を行った。また生検や内視鏡治療後の検体、
手術検体による病理組織学的な対比も行い最終的に拡大内視鏡による平坦型 UCAN の内視
鏡的形態学的特徴を明らかにした。 
 

４，研究成果 
今回、特に診断が困難とされる平坦型潰瘍性大腸炎関連腫瘍の内視鏡的特徴を拡大内視鏡
を用いることで明らかにした。今回の成果により専門医でなくとも潰瘍性大腸炎の拾い上
げが容易になることが期待され、それにより潰瘍性大腸炎患者全体の生命予後改善につな
がることが期待される。 
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